
4.1.S4	 コンピューティング

4.1.S4.01　計算方式

領域の定義

これまでコンピューターはムーアの法則に支えられ、着実な性能向上を果たしてきたが、そのムーアの
法則に限界が見えてきたことや、人工知能に代表される様に計算対象や求められる機能・性能にもこ
れまでと違う変化が現れてきた。特に、人工知能での応用においては、従来のプログラムを順々と処理
する逐次型計算処理ではなく、積和演算などを大規模に並列に処理することが必要になる。また、IoT
エッジデバイスでAIの学習・推論を実行するには、従来に比べてけた違いに電力効率が高いデータ処
理と記憶が求められている。本領域は、以上のような新しい要請を実現するための研究開発を行うため
の領域である。

図4.1-S4.01-1　計算方式領域における論文数の動向①
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図4.1-S4.01-2　計算方式領域における論文数の動向②
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図4.1-S4.01-3　計算方式領域における特許ファミリー件数の動向
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4.1.S4.02　プロセッサーアーキテクチャー

領域の定義

コンピューティングにおいてプロセッサーは中心的な役割を果たし、長らくフォンノイマン型アーキテク
チャーが大勢を占めていた。アーキテクチャー(Architecture)という言葉は、元来は建築学の分野に
おいて建築様式を意味する言葉であるが、情報処理分野では、計算機ハードウェアの基本様式、基本
構造、設計思想などを指す言葉として使われている。ソフトウェアは「アーキテクチャーをターゲット
としてコンパイルされる」ものであり、ハードウェアは「アーキテクチャーをもとにしてデザインされる」
ものであると理解することができ、ソフトウェアとハードウェアとを結びつける抽象モデルがアーキテク
チャーであるといえる。その位置付けは極めて重要であり、プロセッサーを特徴付ける概念である。本
領域は、CPUやGPU、あるいはさらに新たな計算処理装置の構造や実装に関して、処理性能、エネル
ギー効率、スケーラビリティなどに関する研究開発を行うための領域である。

図4.1-S4.02-1　プロセッサーアーキテクチャー領域における論文数の動向①
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図4.1-S4.02-2　プロセッサーアーキテクチャー領域における論文数の動向②
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図4.1-S4.02-3　プロセッサーアーキテクチャー領域における特許ファミリー件数の動向
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4.1.S4.03　量子コンピューティング

領域の定義

量子コンピューティング（量子計算）とは、状態の重ね合わせ、量子もつれ、量子干渉などを計算資
源として、古典系では不可能な情報処理を可能とする新たなコンピューティングパラダイムである。本
研究開発領域は、理論的な計算モデルから、ソフトウェア、アーキテクチャー、ハードウェアなど物理学・
計算機科学・電子工学の広範囲に及ぶ。また、量子コンピューター実現に必要となる様々な工学、量
子コンピューター研究を通して得られる計算機科学への示唆についても含む。

図4.1-S4.03-1　量子コンピューティング領域における論文数の動向①

188 CRDS-FY2025-FR-01CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）

研
究
開
発
領
域
別
の
分
析

4



図4.1-S4.03-2　量子コンピューティング領域における論文数の動向②
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図4.1-S4.03-3　量子コンピューティング領域における特許ファミリー件数の動向
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4.1.S4.04　モバイルコンピューティング

領域の定義

モバイルコンピューティングとは、モバイルデバイス（スマートフォン、タブレットなど）を使用して計
算処理を行うことを指す。これは、従来のデスクトップコンピューティングとは異なり、モバイル環境で
の利用に特化しており、クラウドコンピューティングとネットワークの併用により、多彩な処理を手元で
行うことができる。本研究開発領域は、分散処理やデータ管理、ネットワーク、セキュリティとプライバ
シー保護などとともに、利用者が直に接するユーザインターフェイスなど、モバイルコンピューティグに
関わる多様な技術から成り立つ。

図4.1-S4.04-1　モバイルコンピューティング領域における論文数の動向①
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図4.1-S4.04-2　モバイルコンピューティング領域における論文数の動向②
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図4.1-S4.04-3　モバイルコンピューティング領域における特許ファミリー件数の動向
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4.1.S4.05　IoTコンピューティング

領域の定義

膨大な数のセンサーや端末がネットワークに接続され、サイバー世界と物理世界を高度に融合するコン
ピューティング環境である。物理世界を構成するモノ・ヒト・コトの状況を認識するセンサー技術、そ
れらに作用や情報を与えるアクチュエーション技術、デバイスそのものの構成法、認識処理方式、作用
や表示方式等の情報通信技術をはじめとして、長期稼動を実現するための電力供給技術、必要に応じ
て機器や端末が自律的に移動する技術、ビッグデータ分析を可能にする機械学習/AI技術、データに
含まれるパーソナルデータのセキュアな取り扱いのためのセキュリティ技術などから本研究開発領域は
成り立つ。

図4.1-S4.05-1　IoTコンピューティング領域における論文数の動向①
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図4.1-S4.05-2　IoTコンピューティング領域における論文数の動向②
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図4.1-S4.05-3　IoTコンピューティング領域における特許ファミリー件数の動向
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4.1.S4.06　デジタル社会サービス

領域の定義

デジタル技術を活用して提供される公共および社会的なサービスを指す。これには、電子政府
（e-Government）、電子健康（e-Health）、スマートシティ、オンライン教育、ソーシャルメディア
などが含まれる。また、その技術的な基盤を提供するサービスサイエンスやWeb3.0、プラットフォーム
であるメタバースなど多様な技術要素からなる。本研究開発領域は、これらのサービスとその要素技術
から成り立つ。

図4.1-S4.06-1　デジタル社会サービス領域における論文数の動向①
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図4.1-S4.06-2　デジタル社会サービス領域における論文数の動向②
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図4.1-S4.06-3　デジタル社会サービス領域における特許ファミリー件数の動向
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